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1. 序論 

現在、ガソリンを使用する自動車や自動二輪が

多く普及している。これらは排気ガスを出すことから、

大気中の二酸化炭素の濃度を高くし、そのことが

地球温暖化の原因とされている。 

京都議定書発効など、環境・エネルギー問題へ

の関心は急速に高まっている。 

そこで、小型パーソナル・ビークルの普及自体が

社会全体での環境負荷低減・省エネルギー化に

繋がると考えている。 
 

２．研究内容 

1、 市販されている電動バイクでは、バッテリ

ーの容量が限られてしまうため、長距離を

走行することはできないため、今回は、長

距離運送を目的とする。 

2、 実用性を考慮し、第一種原動機付自転車の

法廷速度である 30km/h 以上で走行すること

ができるようにする。 

3、 また、電動バイクを製作することで、設計・製造

の方法を学びたいと考えた。 
 

３．  設計・製作 

YAMAHA が市販しているアプリオという原付

スクーターをベースに製作した。 

 流用が可能なステアリングやブレーキを残し、不

要な部品を取り外した。（図１） 

      

         図 １ ベースとなる車体 
 

また、変速機も流用が出来ると考えたが、うまく

モーターの動力を伝えることが出来ないことがわか

った。 

そこで、図２のようなスイングアームを考え、図に

示した。 

しかし、図２のものを、実際に製作すると、フレーム

やチェーンに干渉してしまう可能性があると考え

た。 

それを回避するためには、加工が難しく、強度

的にも問題があることがわかり、製作することは出

来なかった。 
 

    
         図 ２ イメージ図 
 

４．結 論 

本研究は自分で電動スクーターの設計・製作を

することが目的であった。 

しかし、思っていたよりも大変で、頭ではわかっ

ていても図面にすることができなかったり、実際に

作ってみるとうまくいかなっかたりと、困難なことが

多く、設計と製作の難しさがよくわかった。 

また、電動バイクおよび原動機付自転車に対する

理解をより深めることができたと思う。 
 

５．今後の発展 

モーターをより小型でできるだけ出力の高いもの

にし、また、バッテリーをリチウムイオンバッテリーに

する。そして、そのモーターとバッテリーに合わせ

たフレームを自作すれば、大幅な軽量化と航続距

離も延びることが期待される。 
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